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1. はじめに 

近年、地球温暖化による局地的豪雨と都市化の進

展による表面流出の増大が「都市型水害」を頻発させ

ている。今後のインフラの維持管理費・更新費の比率

増加を考えると、従来の大規模集中型のグレーイン

フラに頼りすぎず、小規模分散型のグリーンインフ

ラの導入が急務である。これに多くのステークホル

ダーを参与させるには、魅力的な要素技術の開発が

必要だろう。それには美的デザインと実質的雨水管

理効果の両面が含まれよう。そこで本研究は多くの

人々を魅了してきた伝統的な枯山水庭園を参照する。

その雨水管理の機能を明らかにすることを目的とす

る。 

 

2. 調査方法 

対象施設は、京都市北区にある「眞如寺」¹⁾である。

対象施設の敷地面積は約 1.01×10⁶m²である。1535年

に創建された。1961 年に作庭家・重森三玲によって

庭が修復された。 

 まず雨水管理の把握には眞如寺が立地する地質・

地形を把握する必要がある。そのために、京都の地質

に関する論文 2)～4)、日本シームレス地質図⁵⁾、および

地質図 navi⁶⁾を参照する。 

 また、現地調査、ドローンによる測量、およびジン

バルカメラによる撮影により、水路と池のネットワ

ーク、地形、および地質を調査する。 

 さらに庭園・水路にタイムラプスカメラ、池の中に

水位計、および敷地内に雨量計を設置する。これらの

記録の応答関係を分析して、敷地内での雨水の挙動・

雨水管理の実状を把握する。 

 

3. 結果 

（1）地質・地形の特徴 

眞如寺の地質は、低位段丘堆積物である。したがって

基本的に強度が比較的高く、透水係数も高い。目視に

よれば、西側の浸透能力がより低く、東側がより高い

と推察される。地形は近くに衣笠山があり、眞如寺は

その緩斜面に位置する。このため下流側の他敷地に

雨水が流出するのを抑制・遅延させるために、水路と

池のネットワークが取り入れられたと推察される。 

（2）水路・池沼網 

 水路・池沼網と、各測定器具の設置位置を図-1 に

示す。複雑な水路網は、晴天時は枯流れである。雨天

時に貯留・浸透をしつつ、下流の池に排水する継路の

役割を担う。寺の住職への聞き取りによれば、水路に

貯まった水は2日たてばなくなるということである。

また上述の表層地質の違いを反映してか、西側の水

路がより排水路の機能に特化しているように見うけ

られた。 

 

図-1 水路・池沼網と水位測定および雨量観測 

（Google Earth） 

（3）雨量と貯留・浸透量との関係 

降雨データは梅雨期の時期を含む 2019年 6～10月

の気象庁の記録を用いる。時間最大雨量が 10mm/h

を上回るイベントを示せば表-1 のとおりである。本

報は、この中で最大時間雨量が最も大きい 8月 19日、

最大時間雨量が 2 番目に大きく、総雨量が全体の中

で 3番目に多い 8月 28日のイベントを分析する。流

出量については最下流の水位計 01番（図-1）と、敷

地の中央に位置するカメラ 01番（図-1）の観測値を
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用いる。 

表-1 2019 年 6-10 月降雨イベント 

 

 8 月 19 日の 10 分間降雨量のピークは 15 時 00 分

である（図-2）。カメラ 01番の映像では、15時 36分

に貯留のピークに到達しており、36 分間の遅れが確

認される（図-3）。一方、水位計 01番では、ピークに

遅れは確認されない（図-4）。 

8月 28日の 10分間降雨量のピークは 5時 30分で

ある（図-5）。カメラ 01番の映像（図-6）では、7時

43分に貯留のピークに到達しており、2時間 13分の

遅れが確認される。また、水位計は 7時 00分に最大

値を示す（図-7）。8 月 19 日と 28 日の雨量は、後者

が総雨量と継続時間で前者を上回る。降雨の規模に

より、遅れが長くなる傾向が確認される。 

 

図-2 2019/8/19 の 10 分間雨量 

 

図-3 2019/8/19 15:36 01 番ピーク貯留量 

 

図-4 2019/8/19 の水位計変動 

 

図-5 2019/8/28 の 10 分間雨量 

 

図-6 2019/8/28 7:43 01 番ピーク貯留量 

 

図-7 2019/8/28 の水位計変動 

4.おわりに 

温暖化豪雨による水害の緩和を目的とし、魅力的

な要素技術の開発をするために、眞如寺の雨水管理

について調査した。その結果； 

1)降雨のピークに対して流出の遅れが確認される。 

2)その遅れは降雨の規模により大きくなる傾向がみ

られる。 

この遅れは敷地の流出抑制作用の現れであり、興

味深い。とくに降雨の規模が大きい方が、遅れが大

きくなるというのは、複雑な水路網の効果と示唆さ

れる。今後より詳しく含味する予定である。 
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日付 降雨継続時間（min) 総雨量（mm) 最大時間雨量（mm)

6月7日 290.0 26.0 10.5

6月21日 50.0 17.5 17.5

7月11日 670.0 41.5 16.0

7月16日 10.0 13.0 13.0

7月23日 20.0 20.0 19.5

8月15日 350.0 66.0 19.0

8月16日 390.0 44.0 18.0

8月19日 50.0 52.5 47.5

8月20日 80.0 30.5 22.0

8月21日 20.0 16.0 15.0

8月23日 380.0 39.0 13.5

8月28日 200.0 63.5 37.0

9月4日 200.0 27.0 27.0

9月11日 150.0 28.5 15.5

10月12日 690.0 65.5 11.0
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